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　計
画
の
位
置
付
け

　「
第
三
次
情
報
化
計
画
」
は
、
平
成

　
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
印
西
市

24第
1
次
基
本
計
画
」
に
沿
っ
て
、
今

後
の
情
報
化
を
進
め
る
た
め
の
基
本

的
な
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
・
企
業
の
情
報
化

ニ
ー
ズ
、
社
会
情
勢
、
国
の
I
C
T

政
策
や
千
葉
県
の
「
ち
ば
I
T
利
活

用
戦
略
（
平
成
　
年
か
ら
　
年
）」

22

24

な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
本
市

の
情
報
化
を
総
括
し
た
総
合
的
な
地

域
情
報
化
計
画
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　計
画
期
間
　

　
本
計
画
の
期
間
は
、
平
成
　
年
度

24

か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
5
カ
年
と

28

し
ま
す
。

　
な
お
、
本
計
画
で
は
、
毎
年
度
末

に
各
施
策
・
事
業
の
進
行
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
情
報
通
信
技
術
の
進

歩
や
活
用
範
囲
の
拡
大
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
変
化
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化

も
考
慮
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
計
画

を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
「
印
西
市
情
報
化
計
画
」
は
、

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
1

階
）、
各
図
書
館
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
情
報
管
理
課
情
報
管
理
班
（
緯
内

線
5
9
5
）。

計
画
の
意
義

　
市
の
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
年
3
月
の
「
印
西
市
情
報
化
計

14画
」（
第
一
次
情
報
化
計
画
）
に
続
き
、

平
成
　
年
3
月
に
「
第
二
次
情
報
化

19

計
画
」
を
策
定
し
、
総
合
的
・
計
画

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
「
第
二
次
情
報
化
計
画
」
の

策
定
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
こ
の
間

に
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）は
、
さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、
I
C
T
に
対

す
る
市
民
の
意
識
や
社
会
情
勢
も
、

計
画
策
定
当
時
か
ら
大
き
く
変
化
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
状
況
の
変
化

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
平
成
　
年
度
か
ら

24

5
カ
年
の
「
第
三
次
情
報
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
去
る
4
月
　
日
に
平
成
　
年
度
印

19

24

西
市
地
区
健
康
推
進
員
の
委
嘱
式
が

行
わ
れ
、
本
年
度
の
地
区
健
康
推
進

員
は
　
人
と
な
り
ま
し
た
。

72

　
地
区
健
康
推
進
員
は
、「
印
西
市

民
が
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
若
々
し
く

楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
」
を
活

動
目
標
に
掲
げ
自
分
の
健
康
は
自
分

で
つ
く
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た

め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
地
区
活
動
と
し
て

公
民
館
な
ど
で
運
動
や
栄
養
、
休
養

な
ど
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
、
市

が
行
う
事
業
の
協
力
な
ど
で
、
み
な

さ
ん
の
身
近
な
場
面
に
お
い
て
健
康

づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
っ
て
い

ま
す
。

怯
本
年
度
活
動
者

【
印
西
地
区
】

胸
木
下
小
地
区
▼
吉
田
文
子
▼
植
本

惠
子
▼
新
田
峰
子
▼
熊
谷
操
▼
後
藤

美
津
子
▼
野
中
イ
ツ
子
▼
横
田
美
智

子胸
大
森
小
地
区
▼
板
倉
美
惠
子
▼
大

谷
美
惠
子
　

胸
小
林
小
地
区
▼
川
村
恵
美
子
▼
天

野
惠
美
子
▼
小
須
田
惠
津
子
▼
浅
野

泰
子
▼
盛
小
枝

胸
小
林
北
小
地
区
▼
長
谷
川
文
子

胸
木
刈
小
地
区
▼
大
髙
晴
美
▼
吉
田

芳
彦
▼
笠
田
惠
子

胸
小
倉
台
小
地
区
▼
伊
藤
朗
子
▼
中

島
さ
と
子
▼
白
石
由
美

胸本計画の基本理念および基本施策胸

　『市民が安全・安心に暮らせる情報化社会』を実現するには、市民に対して『安全・安
心』に関わる各種の情報を、行政が積極的に提供していく必要があると考えています。
　本市では、広報紙やパンフレットなどの従来からの媒体と、ホームページや電子メー
ルなどのICT媒体の双方を活用し、より多くの市民に対して情報が提供できるよう「市
民が見える情報化」を推進するとともに、市民からの意見・問合せや、市民参加の機会
を充実させる「市民が使える情報化」の推進を図っていきます。

　市民に理解される行政運営を実現していくためには情報提供の充実や、市民参加の充
実だけではなく、業務の効率化・高速化も重要であると考えています。
　そのため、本市では業務の透明性を確保するとともに、業務システムの改善により、
ICT化のメリットを最大限に活かせるよう、業務の効率化・高速化を図っていきます。

　「安心・安全な情報化社会」を実現するには、情報提供や市役所の業務改善だけでなく、
行政と市民双方の環境づくりが欠かすことのできないものであると考えています。
　情報漏えいや、災害対策を考慮し、安全なシステムを構築することはもちろんですが、
それを使う「人」を育てることも重要な目標と考え、情報教育環境の充実、職員の育成
を図っていきます。また、情報環境だけでなく、自然環境にも配慮し、環境負荷の軽減
を目ざしてグリーンIT化を推進していきます。

人のための情報環境づくり

市民に役立つ業務の効率化・高速化

情報が見える・使える

■基本施策

『市民が安全・安心に暮らせる情報化社会』

■基本理念

胸
内
野
小
地
区
▼
田
中
登
美
子
▼
大

木
桂
子
▼
柴
﨑
彰
久
▼
山
口
元
子
▼

貞
賀
啓
子

胸
原
山
小
地
区
▼
久
芳
啓
子

胸
高
花
小
地
区
▼
奥
山
喜
久
惠
▼
榎

田
絹
江
▼
乾
美
知
男
▼
千
々
石
榮
子

▼
春
日
美
智
子
▼
河
原
直
子

胸
西
の
原
小
地
区
▼
大
浪
久
美
子
▼

大
久
保
礼
子

胸
原
小
地
区
▼
岡
田
初
枝
▼
小
松
亜

希
子
▼
伊
藤
京
子
▼
伊
藤
桂
子

【
印
旛
地
区
】　

胸
六
合
小
地
区
▼
二
宮
眞
由
美
▼
天

野
由
利
子
▼
小
山
典
子
▼
冨
井
よ
し

え
▼
綿
貫
康
子
▼
加
藤
弘
子
▼
折
懸

ひ
か
る
▼
齊
藤
き
み
子

胸
平
賀
小
地
区
▼
森
田
悦
子
▼
岡
本

千
賀
子
▼
和
田
慶
子

胸
宗
像
小
地
区
▼
伊
藤
文
子
▼
篠
田

祥
子
▼
齋
藤
恵
智
子
▼
櫻
井
順
子
▼

菊
地
京
子
▼
大
澤
結
実
▼
篠
田
幸
子

▼
鳩
谷
美
江
子

胸
い
に
は
野
小
地
区
▼
松
本
妙
子
▼

厚
朴
美
惠
子

【
本
埜
地
区
】

胸
第
一
小
地
区
▼
鈴
木
眞
紀
子
▼
小

川
君
子
▼
岩
井
博
子
▼
渡
辺
直
美

胸
第
二
小
地
区
▼
髙
原
幸
子
▼
古
川

光
子
▼
青
柳
和
江

胸
滝
野
小
地
区
▼
田
所
美
香
▼
藤
城

寿
美
江
▼
田
畑
真
理
▼
矢
納
重
子
▼

脇
坂
輝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

■問 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
緯

○80 
3
8
0
0
）。

 印
西
市
情
報
化
計
画
を
策
定

胸計画期間胸

 健
康
の
輪
を
広
げ
よ
う

　
　
　
印
西
市
地
区
健
康
推
進
員
が
決
定

　市では、ホームページのトッ
プページに、自社のホームペー
ジへのリンクができるバナー広
告の掲載を希望する企業などを
募集しています。
胸掲載料…次のとおり。
【市内に事業所を所有する企業】
　月額12,000円。
【市外に事業所を所有する企業】
　月額15,000円。
※掲載要綱など、詳しくは市
ホームページをご覧ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内
線418・419）。

バナー広告を募集
企業のPRに活用できます

防犯情報提供の拡充

市
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
情
報
化
社
会

情報が
見える・使える

市民に役立つ業務
の効率化・高速化

人のための
情報環境づくり

基
本
理
念

基
本
理
念

　基本施策　基本施策

情報化施策情報化施策

市民・事業者の視点

防災情報提供の拡充

業務プロセスの視点業務プロセスの視点

人材・基礎の視点

電子決裁化の推進

福祉医療情報提供の拡充

生涯学習の情報環境充実

セキュリティの向上

職員の情報リテラシーの向上

グリーン ICT化の推進

環境情報提供の拡充

小中学校の情報環境充実

在住外国人向け情報提供の拡充

市民参加の推進

インターネットの利用促進

市政情報・議会情報の提供

行政窓口の効率化

業務システムの最適化

市民交流・活動への“場”の提供

　本計画では、情報化の基本理念および基本施策に基づき、これら
を具体化するものとして、各情報化施策を設定し、以下のような情
報化施策体系を策定しました。

■情報化施策体系

胸本計画の情報化施策体系胸

滑
「
印
西
市
情
報
化
計
画
」
は
左

写
真
の
よ
う
に
冊
子
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す

▲地区健康推進員のみなさんは各イベントのほか
「広報いんざい」のコラム「元気な食卓」でもおなじ
みです（写真は昨年の産業まつりの様子）


